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	ソフトウェアキット評価版利用許諾契約書
	第１条 （定義）
	(1) 「本ＬＳＩ」とは、乙の半導体製品であるRXファミリ マイクロコンピュータをいう。
	(2) 「本プログラム」とは、乙のソフトウェアキット評価版に含まれるすべてのソフトウェアをいう（ソースコードを含むオブジェクトコード形式で提供される。第２条において甲に許諾される権利の行使に基づき作成されたあらゆる形式のプログラムおよびそれらの複製物を含むものとする）。
	(3) 「本ドキュメント」とは、本プログラムに関する資料（第２条において甲に許諾される権利の行使に基づき作成された複製物を含むものとする）。
	(4) 「本製品」とは、本プログラム、および本ドキュメントを総称していう。
	(5) 「オープンソースソフトウェア」とは、ソフトウェアの利用条件として、第三者へソフトウェア（改変物等の派生ソフトウェアを含む。）の開示、頒布等特定の行為を行う者が、当該行為を行う際、ソフトウェアのソースコードを当該第三者に開示する等の義務を負うライセンス形式のソフトウェア（GPL（GNU general public license)を含むが、それに限らない。）をいう。なお、本号における「第三者」は、開示、頒布等を行う者から直接または間接的に開示、頒布等を受ける全ての者を指す。
	(6) 「子会社」とは、甲または乙がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいう。
	(7) 「利用承諾日」とは、甲が本契約に同意した日をいう。

	第２条 （権利の許諾）
	１　乙は、甲が本契約の各条項を遵守することを条件として、乙が権限を有し、かつ本契約に定める範囲内で、本契約有効期間中、本製品に関し、次の各号に定める譲渡不能、再許諾不能の非独占的権利を甲に社内評価目的に限り許諾する。
	(1) 本ＬＳＩおよび本プログラムとともに動作するプログラムを作成するために本プログラムを使用、複製および改変（ただし、当該改変は本ドキュメントで指定されたソースコード形式の部分に限る。）する権利。
	(2) 前号の権利を行使するために合理的に必要な限度で、本ドキュメントの全部または一部を使用、複製する権利。
	(3) 本プログラムをバックアップ用として１部に限り複製し所持する権利。

	２　甲は、前項に基づき甲に許諾された権利に係る作業を甲の子会社または事前に乙の書面による承諾を得た第三者（以下、「委託先」という。）に委託することができる。ただし、甲の子会社、または委託先に委託する場合、甲は、本契約に基づく甲の義務と同等の義務を当該子会社及び当該委託先に課し、これを遵守させるものとし、当該子会社および当該委託先による義務の履行に関し一切の責任を負うものとする。
	３　本条において明示的に許諾されているものを除き、乙は、本契約に基づき、本製品に関し、甲に対し何らの権利も許諾するものではない。

	第３条 （禁止行為等）
	１　甲は、本契約で明示的に許諾されている場合を除き、本製品に関し、次の各号に定める行為を行わない。
	(1) オブジェクトコード形式の本プログラムにつきリバース・エンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルその他の改変または解析を行うこと
	(2) 本製品に付されている乙および第三者の著作権表示その他の権利に関する表示を除去または変更すること
	(3) 本プログラムまたは本ドキュメントを使用、複製、改変、頒布し、または再利用許諾その他の処分をすること
	(4) オープンソースソフトウェアとともに本プログラムまたは本ドキュメントを利用すること
	２　甲は、本製品に付された乙の著作権表示その他の権利に関する表示を、第２条の規定に基づき甲が作成する複製物にも付すものとする。ただし、かかる権利表示が物理的に不可能または著しく困難な場合には、乙の権利保護のため、他の適切な手段をとるものとする。

	第４条 （対価）
	第５条 （納入）
	第６条 （権利の帰属等）
	１　本契約は、本製品に関する著作権その他の知的財産権を甲に移転するものではない。
	２　本契約に明示的に定める場合を除き、第２条第１項第１号に基づき甲がなした本プログラムのソースコード形式部分の改変部分に係る著作権その他の知的財産権は、甲に帰属するものとする。ただし、乙が提供した本プログラムに係る著作権その他の知的財産権は、乙または乙のライセンサーに留保されるものとする。

	第７条 （免責）
	１　本製品は現状有姿のまま甲に提供されるものとし、乙は、本製品について、商品性および特定目的との合致および機能性その他品質に関する保証、その利用結果についての保証ならびに第三者の所有する知的財産権その他の権利の非侵害保証を含め、明示たると黙示たるとを問わず、甲に対し、いかなる保証を行うものではない。
	２　乙は、甲による本製品の利用に起因して生じ得る一切の損害について、いかなる場合も損害賠償の責めを負わない。

	第８条 （秘密保持）
	１　甲は、本契約の履行に関連して乙から開示を受けた一切の情報（以下、「秘密情報」という。）を、善良なる管理者の注意をもって管理するものとし、事前に乙から書面による承諾を得ることなく、第三者に開示または漏洩してはならず、かつ、本契約に定める目的以外のために秘密情報を利用してはならないものとする。
	２　前項の規定にかかわらず、次の各号の一に該当する情報については、本契約における乙の秘密情報として取り扱わないものとする。
	(1) 開示の時に甲が既に保有し、または既に公知であった情報。
	(2) 開示後、甲の責めによらず公知となった情報。
	(3) 甲が秘密保持義務を負うことなく第三者から適法に入手した情報。

	３　第１項の規定にかかわらず、甲は、第２条第２項に基づき作業を委託する子会社または委託先に対し、かかる委託に合理的に必要な範囲内で、本契約に基づき乙から開示を受けた秘密情報を開示することができる。この場合、甲は、当該子会社および当該委託先に対して、本条に基づき自己に課された義務と同等の義務を課し、これを遵守させ、当該義務の履行につき、一切の責任を負うものとする。
	４　甲は、乙より要求のあった場合には、乙の選択に従い、秘密情報（本項において、「本製品」を除く。）およびその全ての複製物を直ちに乙に返還または廃棄するものとする。

	第９条 （有効期間）
	１　本契約の有効期間は、利用承諾日から1年間とする。ただし、期間満了の３０日前までに、甲は、乙に対する書面通知により、有効期間をさらに1年間延長することができる。
	２　期間満了、解除その他理由の如何を問わず本契約が終了した場合においても、第２条第２項および同３項、第３条、第６条、第７条、第８条、第１１条、第１２条、第１３条第２項、第１４条、第１５条、第１６条、本条第２項および同３項の規定は、なお有効に存続するものとする。
	３　期間満了、解除その他理由の如何を問わず本契約が終了した場合、甲は、本製品を一切利用、複製、改変その他利用してはならない。甲は、本契約終了後１５日以内に、乙の選択に従い、甲が保有する本製品を乙に返却するか、破棄したうえでその確証を乙に提出する。

	第１０条 （解除）
	１　乙は、甲が次の各号の一に該当する場合、何らの催告を行うことなく直ちに本契約を解除し、かつ、甲に対し損害賠償を請求することができるものとする。
	(1) 本契約の条項の一に違反し、かつ、当該違反に関する乙の書面による通知を受領後３０日以内にこれを是正しないとき。
	(2) 差押、仮差押、仮処分、競売の申立若しくは租税滞納処分その他の公権力の処分を受け、または破産、会社更生若しくは民事再生手続その他これらに類する手続の申立がなされたとき。
	(3) 自ら振り出し若しくは引き受けた手形につき、不渡り処分を受ける等支払停止状態に至ったとき。
	(4) 営業の廃止または解散の決議をしたとき。
	(5) その他財産状態が悪化し、またはその恐れがあると認められる相当の理由があるとき
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